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は　じ　め　に
〜反芻と新聞〜

静岡県ＮＩＥ推進協議会
会長　安倍　徹

　今年の２月から３月にかけて、韓国の平昌で開かれた冬季オリンピック・パラリン
ピックでは、４年に一度の大会ならではのたくさんの感動的なドラマが展開されまし
た。この２つの大会の様子を伝えるメディアの報道に接し、新聞の役割として「反芻」
ということを感じました。
　今年１月発行の「しずおかＮＩＥだより」で、新聞はテレビやインターネットなどの
メディアと比べて、広く知ることや深く理解することでは信頼度が高い一方、速報性
という点ではかなわないというアンケート結果を紹介しました。しかし、この新聞の、
一呼吸遅れてくる情報（時には、「号外」という速報版も発行されますが）に、新聞
としての意味があるよう思います。
　中継や時を置かずにテレビやインターネットで流れてくる映像や音声は、同じ時間
を共有しているという高揚感とも相まって、非常に迫力があり感動的です。しかしな
がら、一夜明け翌朝の新聞記事を読むと、前日の映像や音声が一味違った感慨をもっ
て蘇ってきます。というのも、新聞が伝えてくれる文字としての新たな情報が前日の
映像や音声に加わり、より深みを増して、言ってみれば冷静な感動が蘇ってくるから
だと思います。
　例えば、５００メートルスピードスケートで金メダルを獲得した小平奈緒選手と３連
覇を逃した銀メダルの韓国の李相花選手との友情物語を、翌朝の新聞が伝えていまし
た。お互いを大切にするこれまでのおもてなしのエピソードや、記者会見での「リス
ペクトしている」というコメントを読むと、中継映像で見たレース直後の２人の行動
がごく自然になされたものであり、李選手の涙が単なる悔しさだけからのものではな
く複数の思いが交錯しての涙だったことが分かります。このように新聞が新たな解釈
を提供してくれ、重層的・多角的な報道内容として反芻する機会を私たちに与えてく
れるのです。一つ一つの事実を知ることにより、私たちは、実像に近づくことができ
るのです。
　これは、スポーツ報道に限らないことだと思います。一呼吸遅れてくる情報、時間
差で知る情報がかえって反芻を促し、より深く理解させてくれるのではないかと思い
ます。新聞が伝える情報を契機に改めて噛みしめる意味が、そこにあるように思いま
す。
　本実践報告書には、今年度も様々なアプローチからのＮＩＥ実践が掲載されています。
これまで述べた反芻するこどもたちの姿にも出会えるかもしれません。各学校におか
れては、それぞれの実情を踏まえた教育活動を展開するに当たり、本実践報告書から
ヒントを得ていただければ幸いです。
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聞を比較して読むことが可能となった。
　新聞のある環境づくり（子ども達の学校生活に
おいて、新聞のある風景が当たり前だと感じさせ
る工夫）の開始である。廊下に「ＮＩＥコーナー」
を設置し、その隣りには新聞をゆっくり読めるよ
うに長椅子を置いた（この長椅子は、ＰＴＡ奉仕
作業の際、保護者の皆さんが子ども達のためにと
作ってくれた大切なものである）。
　玄関前に届いた新聞をＮＩＥコーナーへ並べる
こと、昨日までの新聞を別室にまとめる作業は情
報委員会の子ども達による。教師の手を入れ過ぎ
ないことも、身近なＮＩＥだと考えている。
　また、本校ではずいぶん前から朝日小学生新聞
を購読している。こちらは下学年から上学年へ、
読み終えたら隣りの学級へ回すようにしている。
一般紙を読みとるためには、中学一年生程度の国
語力が必要だと言われている。その一般紙をＮＩＥ
として小学生に理解させるのには、多くの工夫を
必要とした。小学生新聞を昔から手に取ってきた
本校の子ども達だから、大きな抵抗もなく、一般
紙を読む気になったのではないかと考える。これ
からも、小学生新聞と一般紙のそれぞれの良さを
理解し、併用して扱っていきたい。

【本校の掲載記事の扱い】
　私立の小学校として、また、本校の教員として
自分達の学校の授業や行事が新聞に掲載されるこ
とは、正直嬉しい。信念を持ってやっていること
が、世の中に認められたと感じられる瞬間でもあ
る。掲載された記事は随時、職員室前に飾ってあ
る模造紙「新聞記事でふりかえる本校の教育」に
追加する形をとっている。休み時間になると、子
ども達がこの模造紙を見て「あっ、私が新聞に載っ

１．はじめに

　本校では、２０１５年度からのＮＩＥ実践指定校の
認定を前に、その前年から、小学校の教育目標を
達成するためにはどのように新聞を使った授業を
組み入れていくのが良いのか、教職員全体で取り
組み始めた。新聞のある環境づくり、新聞に触れ
ることの日常化、新聞を用いた新たな授業の創造、
低学年が新聞を理解する方策など、様々な視点か
らＮＩＥにせまってみた。
　まず、本校の「ＮＩＥ目標」を作成した。

【１〜３年生のＮＩＥ目標】
　①家庭で新聞に触れ合う機会を設ける。
　②記事を紹介し、内容に対して自分の感想を語

ることができる。
【４〜６年生のＮＩＥ目標】
　①自分で新聞を読み、必要な記事を探すことが

できる。
　②記事を紹介し、内容に対して自分の考察を述

べることができる。
　ＮＩＥのねらいである「世の中の活字離れを防
ぐこと」と「世の中に関心をもたせること」の２
点を具現化するために、我々に何ができるのか。
以下は、本校の４年間に及ぶＮＩＥのあゆみであ
る。

２．新聞の置き場所と整理の方法

【毎朝届く、新聞の扱い】
　ＮＩＥ実践指定校に認定されたことで毎朝、２
社の新聞が無償で届けられることとなった。自宅
から教師が新聞を持参してこなくても、新聞を学
校で自由に使えるようになった。また、２社の新

新聞は、子どもと社会とを繋ぐ架け橋
〜本校の４年間のＮＩＥのあゆみ〜

東海大学付属静岡翔洋小学校　　松本　傑
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【その他１：
　　国語「見出しクイズ」社会「本日の一面」】
　新聞記事の見出しを隠すだけで完成する、見出
しクイズ。何問も挑戦したが、なかなか正解には
至らなかった。見出しだけで読み手に多くのこと
を伝えられる新聞記者の皆さんの力を、子ども達
は再認識していた。
　教師が選ぶ、本日の一面。必ずしもトップ記事
を選ぶのではない。子ども達に読んでほしい内容
を大人が選ぶことで、新聞の読み方を教える。高
学年の子ども達に全てを任せることも、一つの方
法かもしれない。

【その他２：
　　６年生社会「授業のまとめを新聞作りで」】
　社会科のまとめの単元で新聞作りをする授業は
昔からあるのだが、まとめだけでなく、作るタイ
ミングを導入の時期であったり、展開の時期で
あったり、まとめの時期であったりと、色々とやっ
てみた。夏休み明けには「好きな歴史人物新聞」を、
大平洋戦争を学んだ時には「平和への祈り新聞」
を、国際社会について学んだ時には「好きな国新
聞」を作って、調べる力や友達に伝える力を育ん
できた。

【その他３：
　　５年生社会「静岡新聞社見学を通して」】
　５年生の３学期に、社会科見学として静岡新聞
社を訪問している。新聞を作る工程はもちろん、

てるよ。ママに教えなくちゃ」といった会話が聞
こえてくる。これも、親子で新聞に触れる機会を
増やす効果に繋がっている。

３．実践の内容

【理科室前：
　　ＮＡＴＵＲＥ壁新聞と４年生の季節新聞】
　自然散策会や星を観る会などの理科行事の紹介
から動植物の様子までを載せたＮＡＴＵＲＥ壁新
聞。４年生がグループに分かれて年４回発行する
季節新聞。どちらも理科室前に大きく掲示されて
いる。

【２〜６年生の教室掲示：今週のニュース】
　新聞記事の５Ｗ１Ｈをおさえ、自分の考えまで
を書き入れる今週のニュースのワークシート。２
年生〜６年生までが実施している。これにより、
明らかに新聞への関心と、新聞を読む子どもの割
合も上がった。各教室の後方に掲示されている。

【３〜６年生の夏休みの宿題：
　　しずおか新聞感想文コンクールに全員参加】
　新聞記事を選んで感想を作文にまとめるもの
で、３年生以上は全員参加とした。夏休みの宿題
のため、家でじっくりと記事と向き合う時間が持
てるのは良い。
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【ＮＩＥ公開授業 2014　５年生社会】
（小学校教育研究会「社会：水産業新聞とその考察」
で実施）
　各班に分かれ、自分が設定した水産業のテーマ
をもとに発表を行った。発表のための材料として
新聞の文字の切り抜きを使った水産業新聞を準備
した。新聞に慣れ親しむだけでなく、新聞から興
味を持った水産業関連の記事や写真をきっかけ
に、社会的事象への関心を深め、自分の考えを表
現することを目標に掲げた。
　考えを発表し、それを聞く作業だけでなく、そ
こで気になった考えについて学級全体で深めてい
けたらもっと良かった。

【ＮＩＥ校内研究 2014 〜 2016　６年生英語】
　「Ｙｏｍｏっと静岡」にある今週の英語Ｎｅｗｓを
使用して、英字新聞の音読と読解を行った。聴き
取り用のワークシートを通して、能動的に聴き取
ることができた。ダウンロードの音声を活用する
ことで、ネイティブスピードの英語を聴き取らせ
ることができた。
　単元扱いにし、集中的に取り組んだ（全１０回）。
この教材は、毎回新たな単語を学ぶことができ、
どの子も語彙力のアップに繋がった。また、適度
な文章量を読み取るので、読解力も養えた。

新聞作りに携わる人々の苦労や喜びなどを学べ
る。この見学を通して、子ども達の新聞への興味
や理解は確実に高まる。ＮＩＥを進める上で、今
後も欠かすことのできない見学だと考えている。

【ＮＩＥ校内研究 2014　１年生国語】
　ハッピーニュースのワークシートを配布し、各
家庭で、新聞の中から「一番幸せを感じられた記
事」を選んでワークシートにまとめてくる。
　ハッピーニュースの発表ではワークシートを見
てはいけない。事前暗記である。記事を選んだ理
由まで簡潔に述べる。感想や質問など、話し手と
聞き手の間で会話を繋ぐキャッチボールをする。
　１年生のうちから授業を通して「親子で新聞を
楽しむ」「皆の前で自分の思いを伝える」ことが
始められることを目的に授業を組んだ。
　ちなみにハッピーニュースとは、日本新聞協会
が毎年行っているもので、愛読者の一人である授
業者が、本校の子ども達に新聞を好きになっても
らいたいという願いから、授業に取り入れたとい
う経緯がある（本校の１年生は、まずハッピー
ニュースを扱う）。

【ＮＩＥ校内研究 2014　５年生国語】
　新聞記事の書かれ方から「逆三角形の文型」を
学んだ。見出しやリード文などで、結論が先に提
示されるという新聞記事の特徴を理解し、多くの
情報の中から、自分の学びに役立つものを効率的
に選択する力（情報リテラシーの力）を養った。
　出来事をまとめるだけでなく、報道に対して自
分なりの考察を持つことを心がけるように指導し
た。記事を基にしたディベートの中で、根拠に基
づいた批判的な意見を述べることができればもっ
とよかった。
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表を行った。動物園で動物の赤ちゃんが誕生した
記事や、盲導犬に関する記事など、新聞を読んで
幸せな気持ちになった記事を示しながらニュース
の要点や選んだ理由を説明した。
　後半は、児童全員による学級討論会を行った。
児童が選ぶハッピーニュースの多くが動物の話題
であることを切り口に、今回は「動物園の動物（ま
たは家庭のペット）は、野生に返すべきである」
と問題を提起し、賛成派５名、反対派５名、審判
団６名に分かれて討論を開始した。賛成派の主な
主張は「自分だったら、一生を檻に囲まれて暮ら
したくない」「家族に会いたい」で、反対派の主
な主張は「野良猫は飼い猫より命が短いという
データがある」「家もご飯も病院もある方が幸せ」
であった。大人が感じる説得力のある主張と、子
ども達が感じた説得力のある主張は必ずしも一致
せず、今回の雌雄を決したのは数値より情であっ
た（賛成派の勝ち）。
　学級討論会（ディベート）の魅力は、説得力の
ある主張を身につけられることと共に、人前でも
しっかりと自分の意見を発言する習慣が身につく
ことである。更に、新聞記事を基にした問題（論
題）を用意することで、新聞や社会そのものへの
関心を高めることに繋がっている。これからも、
新聞記事への関心を大人も子どもも高め、良い論
題はないかと待ち構える姿勢で臨みたい。

【ＮＩＥ公開授業 2015　３年生国語】
（小学校教育研究会「国語：新聞記事の読み取り
と話し合い」で実施）
　静岡県出身の全盲の弁護士である大胡田さんが
講演した新聞記事を、５Ｗ１Ｈに気を付けて読み
取りを行った。読み取ることで生まれた自分の考
えを、全員が発表した。盲導犬の飲食店への入店
を断るのか、許可するのかを、グループごとに話
し合い、代表者は飲食店の店員となって考えを寸
劇で演じた。
　静岡出身の障がいをもつ方の記事を扱うこと
で、新聞への関心と同時に、障がいがあっても頑
張る方への関心を高められた。心のバリアフリー
についても、今後も考えていきたい。

【ＮＩＥ校内研究 2015　３年生道徳】
　福祉の会で、清水区在住の方（視覚障がい者）
を先生として招き、講話と体験授業を行った。先
生は「ボクシングで失明したが、ボクシングをう
らんではいない。障がいは不幸ではない。不便な
だけだ」と語ってくれた。ボクシング体験やアイ
マスク体験を行い、子ども達の心は激しく揺さぶ
られた。
　「はがき新聞」作りを授業のまとめとした。は
がきサイズの良さは、要約力の育成になるし、何
よりその手軽さだ。完成した新聞を家族に送った
ことで、良い意味で家族ぐるみでの授業理解に繋
がった。

【ＮＩＥ公開授業 2016　５年生国語】
（ＮＩＥ実践指定校による公開授業「国語：ハッピー
ニュースと学級討論会」で実施）
　前半は、児童６名によるハッピーニュースの発
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・「今週のニュース」のワークシートは、やるの
が大変だけど、我が家では家族と新聞を広げて
話し合う時間になっている。家族から、世の中
のことを教えてもらったり、この記事に対して
私はこう考えたよと伝えたり、まるで授業のよ
う。

・「本校の掲載記事」を貼った模造紙を見て、
「あっ、私が新聞に載ってるよ。ママに教えな
くちゃ」という声も。親子で新聞に触れる機会
を増やす効果に繋がっている。

・廊下のＮＩＥコーナー。長椅子に座って新聞を
読むのは、気持ちが良い。床に寝そべって読む
こともある。新聞は読書とはまた違った気楽さ
がある。

・学級討論会を重ねた。新聞記事を基にして論題
を皆で考えたり、討論に勝つために家庭で新聞
を読みあさったりした。新聞は便利だし、身近
な存在になった。

②実践者の感想（反省点や課題となる事項）
【感　想】
（以下は、２月１７日に行われたＮＩＥ実践報告会で、
報告を終えた後に書いたものである）
　本校では２０１４年度から丸４年、小学校の教育
目標を達成するためにはどのように新聞を使った
授業を組み入れていくのが良いのか、教職員全体
で取り組んできた。「新聞を用いた新たな授業の
創造」を最終目標として、様々な視点から研究授
業を重ね、たくさんのご意見も頂きながら、ＮＩＥ
にせまってきた。
　実践報告会で、たくさんの先生方の前で本校の
ＮＩＥへのあゆみを報告しながら、私は幸せを感
じていた。時間が許すなら、１時間でも２時間で
も、感想を挟まずとも実践についてだけ報告する
材料を持っていたからだ。これは、私一人の力で
は、けして叶わないことである。進んで授業に臨
んでくれた子ども達、その子ども達を快く支えて
くれていた保護者の皆さん（親子で新聞を読むよ
うにしたよという声を、この４年間で何度聞いた
ことか）、そして学校環境を新聞のある風景に変
えたり研究授業をＮＩＥに絞ったりなど職場全体
で研究に取り組んでくれた教職員の皆の力が、た
くさんの実践報告に繋がったのは紛れもない事実
である。支えてくださった全ての方々に、心より
お礼を申し上げたい。感想が長くなってしまった

【ＮＩＥ公開授業 2017　６年生英語】
（静岡県私学初等教育研修会「英語：ＹｏＭｏっ
と静岡の英文理解と議論」で実施）
　２０１４年度から始まり、６年生の英語担当者を
中心に常に研修を深めてきた「Ｙｏｍｏっと静岡」
にある今週の英語Ｎｅｗｓを使用しての英字新聞
の音読と読解。昨年度から本校で採用したＮＥＴ

（外国人英語教員）の強みを生かし、子ども達は
授業を通して多様な物の見方や考え方に触れるこ
とも可能になった。
　本時は、題材目標であるＫｎｏｗ（新聞の内容
を通して視野を広げる）、Ｈａｖｅ（新聞の内容に
ついて考えをもつ）、Ｓｈａｒｅ（考えを英語で発
表して仲間と共有する）の３点にせまれるよう、
グループワークを行った。ランダムに３〜４人で
構成されるテーブル班で課題に臨むわけだが班の
中には英語の得意な子、不得意な子がいる。互い
に教え合い、励まし合い、協力し合い、課題の解
決へと向かう。今週の英語Ｎｅｗｓを通して時事
問題を学び、同時に人間関係も学べている。

４．実践の成果と今後の課題

①児童はＮＩＥを通してどのように変わったか？
（どのような感想を持っているか？）
◎この４年間、ＮＩＥに関する子ども達の声を拾っ

てきた。一部ではあるが、紹介したい。
・「ハッピーニュース」は楽しい。新聞を開くの

が楽しい。記事を探すのが楽しい。お家の人に
ニュースを読んでもらうのが楽しい。
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新聞は、子どもと社会とを繋ぐ架け橋

が次のＮＩＥ実践指定校の皆さんの参考となるよ
うに、反省点や課題を述べなくてはならない。

【反省点・課　題】
・もっとＮＩＥの実践報告を、保護者に随時報告

できる工夫した掲示が必要ではないのか（大変
お世話になっている、家族で取り組まないと
ＮＩＥは成立しないので）

・ここまで盛り上がった本校でのＮＩＥの火を、
これからも燃やし続けられるよう、若手にその
タスキを繋いでいく必要があるのではないか。

・次期学習指導要領のキーワードとなっている、
「新聞の活用」と「アクティブラーニング」と「道
徳の教科化」の３点。新聞記事を基に考える、
話し合う、ディベートするあたりに光を感じる。
全教員で校内研究授業を行うなどして、学校側
の財産を増やしていかなくてはならないと考え
る。

・最後に、次のＮＩＥ実践指定校の皆さん、新し
いものを生み出す苦労はありましたが、その苦
労以上に、皆で新しいものを作り出す喜びが
勝っていました。本校にとって、ＮＩＥに費や
した時間は大きな財産になりました。頑張って
ください。
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がら目に入り、気になるニュースがあると足を止
める姿が見られた。

② 図書室での閲覧
　図書室に閲覧スペースを用いて、その日の新聞
各紙をおいた。毎朝図書委員会がその日の新聞を
受け取りに来て図書室に置く。１年目はただ置く
だけに留めたが、折りたたまれた新聞は手に取り
にくい様子だった。そこで、２年目は図書委員会
の児童が軽く一読して、気になるページを開いて
閲覧スペースに置くようにした。なかなか座って
開く児童は少なかったが、写真や見出しが目立つ
ページを開くことで興味を引くことはできた。

③ 各学級への配付＆活用
　図書委員会がその日の新聞を図書室閲覧スペー
スに置く際、前日分の新聞を回収する。そして、
曜日ごとに割り当てた学級に配付する。配付され
た新聞は学級ごとに活用する。児童が見やすいよ
うに掲示したり、新聞学習の際、購読していない
児童に提供したりした。

④ 職員室側面の掲示スペース
　職員室廊下の掲示スペースを確保し、気になる
ニュースの掲示を行った。大きくは「森小学校に

１．実践の概要

　本校では、平成２８年度から２年間にわたりＮＩＥ
の実践指定を受け、新聞を活用した教育活動の実
践に取り組んできた。
　現在、小学校の時から携帯電話を所有する児童
が増えている。ネットやゲーム、テレビに触れる
時間は多いものの、新聞を日常的に読む児童は少
ない。新聞から学べることが多いとわかっている
ものの、児童にとって少し距離がある。
　そこで、本校では「新聞に親しみ、活用しよう」
をテーマに２年間の実践を行った。まずは、新聞
を身近に感じられるよう、環境の工夫から始めた。
そして、１年生から６年生の発達段階に応じ、効
果的に活用する方法を考え実践を行った。

〈読書の時間に、新聞に親しむ児童〉

２．新聞の置き場所と整理方法

　毎朝届く新聞は、掲示、図書室での閲覧を経て
各学級に届くようになっている。

① 今日の一面
　毎朝届く新聞の一面を印刷し、昇降口に「今日
の一面」と称して掲示した。昇降口を通ってすぐ
目が届く場所に掲示をし、複数の新聞の一面を見
比べることができるようにした。靴を履き替えな

新聞に親しみ、活用しよう
森町立森小学校　　兼子　万紀郎

〈
今
日
の
一
面
コ
ー
ナ
ー
〉
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新聞に親しみ、活用しよう

も、「ウサギ、ポケモン、サイエンス」など、人
や動物、キャラクターの名前など、いろいろな言
葉を楽しく見つけることができた。

〈新聞から片仮名を見つける様子〉

１年生　道徳　「いいねもりもりしんぶん」
　ワークシートに祭りの写真とおすすめの説明欄
を設け、森の祭りの良さを伝える新聞を作成した。
さらに、子供たちが実際に見つけた、森町のお気
に入りの場所や食べ物を紹介する「いいねもりも
りしんぶん」を作成した。

２年生　親子活動＆図画工作科「おはなし大好き」
　親子で新聞紙にふれあう活動を行った。パズル
のように分解された新聞を復元したり、まるめた
新聞紙で玉入れをしたりした。また、図画工作科
では、笠地蔵の絵を描いた。新聞の色合いを地蔵
に見立てて作品を作った。後述の図画工作科での
中心授業も含め、新聞を全力で楽しむことができ
た。

２年生　課題　「見出しをつけよう」
　新聞から写真を切り抜き、オリジナルの題名作
りを行った。読めなくても写真から作れるため、
おもしろい題名を作ろうと夢中になった。記事の
内容に触れて題名を作る児童を称賛していくこと
で、家庭でも漢字や意味を聞きながら、内容に即
した見出しを考えたり、写真のない記事でも見出
し作りを行ったりする児童が増えた。

３年生　総合　「森町博士になろう」
　森のお茶、森の祭りについて調べ新聞にまとめ
た。新聞を参考にしてレイアウトを考えた。新聞
を参考にすることで題字やレイアウトが上手にで

関する記事」「森町に関する記事」「井伊直虎」に
関する記事の特集を行い、記事を切り抜き掲示し
た。気になるニュースの課題で行った児童のプリ
ントも掲示し、身近に感じられるように工夫をし
た。連日の更新が難しく課題は残るが、身近な
ニュースがあったり、知っている友達のプリント
が掲示されていたりするので、足を止め読む姿が
見られた。

〈井伊直虎特集と児童のプリント〉

３．実践内容

（１）共有事項
　各学級への取り組みは担任が中心となり進め
た。学年を通したつながりを持つために、年度当
初に発達段階に応じて目標の伝達を行った。

（２）各学年での実践
１年生　国語　「かたかなあつまれ」
　新聞から片仮名を見つける活動をした。新聞に
は片仮名が多くあり、読めない字が多い１年生で

目標 テ　ー　マ

低
学
年

慣れる

新聞って楽しい

まずは手に取る機会を増やす
読めなくても楽しむ

中
学
年

親しむ

便利だな

気になるニュースを読む
形式を学び真似る

高
学
年

活用
する

効果的に使おう　まとめよう

知識の幅を広げるために読む
洗練された文章を読み深める
新聞の形でまとめる
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わからない言葉の意味調べを行った。また、実際
に声に出して読むことで速読の練習へとつなげて
いった。

６年生　課題　「要約しよう」
　２年生では写真から題名づくりを行ったが、６
年生は気になる記事の要約を実施した。児童が実
施したプリントを朝、黒板に貼りだし、「先週の
１番人気記事・驚きの記事・題名づくりＮｏ１」
と紹介した。友達の記事を談笑しながら眺める中
に、時事問題への関心の高まりを感じた。

（３）中心授業実践
２年生　図画工作「モリンピック２の１」

きるようになった。

４年生　総合　「防災」
　防災の大切さを伝えるために、新聞記者になり
きって記事の内容集めをした。消防署見学から分
かったことをまとめたり、インタビューやアン
ケートを取ったりした。読み手に自分の考えが伝
わる新聞の作り方を学ぶことができた。新聞の割
り付け方を工夫し、絵や写真を入れて読み手の興
味を引く新聞作りを心がける姿が見られた。

５年生　社会「社会を変える情報」
　中日新聞社本社にて、新聞の作り方や配達の仕
組みなど、社内を見学しながら教えて頂いた。新
聞記者の方から、早く正確に情報を届ける工夫に
ついてお話し頂いた。情報源として、自分たちの
生活に深く関わる新聞について、理解を深めるこ
とができた。

〈説明を真剣に聞く様子〉

６年生　朝の会のスピーチ
　「ぼく、私の気になるニュースを紹介します。」
と、毎朝、その日の当番が最近新聞を読んで気に
なったニュースを紹介する時間を設定した。記事
の内容に対する自分の感想や意見も付け加えて発
表した。発表を聞いた友達からも記事に対する質
問や感想をもらった。子供たちが新聞を手に取っ
て読む機会も少しずつ増え、友達が選んだ新聞記
事に興味を持つ様子も見られるようになった。

６年生　課題　新聞社ワークシート
　国語の語彙力、読解力を高めるために各新聞社
ＨＰ上でダウンロードできるワークシートを定期
的に活用した。課題でワークシートの問題を行い、

実践の
場　面

図画工作：しんぶんとなかよし

目　標

・新聞紙が形を変える感覚から、想像
を膨らませ、造形的な活動を思いつ
いたり考えたりしている。

・オリンピック記事を集めることで、
新聞を開く習慣をつける。

実践の
内　容

① リオデジャネイロオリンピック記事
の写真や記事の切り抜きを行う。

② 班ごとにオリンピックの切り抜き新
聞を作成する。

③ 新聞紙をちぎったり丸めたり形を変
える造形遊びを行う。

④ 新聞紙でオリンピック会場を再現し
ようと伝え、計画をたてる。

⑤ 会場、小物、衣装を新聞紙で再現す
る。

⑥ 再現したオリンピック会場を紹介す
る。

成　果

・終始楽しく活動する様子が伝わった。
・大量の新聞を学年に保管することで、

新聞を身近に感じることができた。
・時事問題への関心の高まりが感じら

れた。

課　題
・漢字を読めないために、内容が理解

できず、写真がないとオリンピック
の記事なのか判断できず迷っていた。
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〈新聞から国名を探す児童〉

４．実践の成果と課題

〈成果〉
○環境面の工夫から、いつでも目の届く場所にあ

り、児童にとって新聞が身近なものになった。
○今日の一面を掲示したり、職員室で読んだりし

ている時に、「今日は良い記事あった？」と、
教員同士で会話することがあり、時事問題への
教員の意識が高まった。

○雨の日の昼休みに、廊下に積まれた新聞を持っ
てきて読んだり、造形遊びをしたりする姿に、
新聞との距離が縮まったと感じた。

○読解力や速読等国語の力に課題があったので、
いろいろな文章に触れる良い機会となった。

○中心授業のようにしっかりと練って行うと、子
供たちの反応も良く、ＮＩＥの手応えや可能性
を感じることができた。

〈課題〉
●時間の確保が難しい。読書習慣が不十分なので

授業での活用だけでなく、活字をじっくり読む
時間を確保できればよかった。

●決まった授業の中での活用はできたが、もっと
継続的に活用できると良かった。

●担当や教科を中心に活動したが、全校児童、全
職員、保護者、すべてを巻き込んで実施するま
でには至らなかった。

〈モリンピックフェンシング発表〉

６年生　
　総合的な学習の時間　「ワールドトラベラー」

実践の
場　面

総合的な学習の時間
　　　「ワールドトラベラー」
外国語活動「行ってみたいな」

目　標

・日本と関わりの深い国がどこなのか
調べ、整理する。

・興味を抱いた国の文化や情報を詳し
く調べ、理解を深める。

実践の
内　容

① 新聞紙から外国名を調べワークシー
トに記入する。

② ワークシートをもとに日本と関わり
の深い国について考える。

③ 自分の興味を抱いた国について調べ
学習をする。

④ Ａ４にまとめ外国語ルームの掲示物
にする。

⑤ 外国語の時間に、行ってみたい国と
してスピーチする。

成　果

・スポーツは世界中とつながっている。
経済はアメリカやアジアが多いと、
ページ欄に注目することで、分野に
よるつながりを意識できた。

・国名が掲載される頻度から、日本と
関わりの深い国についての理解を深
めた。

課　題
・限られた時間で見つけるので、読む

より見るという印象が強かった。
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保護者もＮＩＥに対して肯定的であることがわかる。
　本校のＮＩＥの第一目標は、「新聞を通して自分
が生きている社会の動きを理解すること」である。
目標達成のために、生徒が“生きた教材“である
新聞を読むことで社会の出来事と自分をつなげて
思考したり、物事に対する視野を広げたりするに
はどんな活動が有効であるか、研究を行った。

２．実践の概要

（１）学校としての取組
　本校では学校運営組織の中にＮＩＥ委員会とし
て特別委員会を設置した。ＮＩＥ委員長の他に各
学年から一名ずつ委員が所属し、月曜日の 1 時間
をその活動に当てている。ＮＩＥ委員会では、常
時活動や特別活動について話し合い、年間計画の
立案、アンケートの集計や事前準備、事後研修な
どを行っている。月１回のペースで行っている
ＮＩＥ週間の記事選びも順番に担当することで、
様々な視点で選ばれた記事を生徒に紹介できる。
ＮＩＥの活動はどうしても担当教員一人に任せき
りになってしまう場合が多いが、特別委員会を設
置し、各学年必ず一名は関わっている教員がいる
ことで、全校体制で取り組む意識は自然と高まる。
また、生徒たちもＮＩＥは本校の特色の一つであ
ると意識できるように、学習委員会と文化委員が
担当委員会となって活動している。教師も生徒も
ＮＩＥを本校の学習の柱の一つとして活動している。

（２）新聞の設置、掲示場所について
　裾野市の事業として毎日全１４クラスに一部ず
つ学校へ届けて頂いている静岡新聞は、各教室に
朝のうちに届けられ、担任の机で誰もが見られる
状態になっている。記事紹介を行っているクラス
では、当番になった生徒が熟読する様子が見られた。
　またＮＩＥ掲示板を全校生徒が見られるように
多目的ホールに設置した。ＮＩＥ掲示板には、月
に一度行っているＮＩＥ週間で生徒が記入した

１．はじめに

　本校は、静岡県の東部に位置し、周囲には田ん
ぼが広がり、毎日のように雄大な富士山を眺めな
がら過ごすことのできる自然豊かな環境の中にあ
る。主要道路が多く交わり、首都圏からも近いた
め、日本を代表する世界的な企業が集積する場所
でもある。商業施設は少なく、その分昔から続く
地域の行事が多くあり、子供も大人も参加するた
め住民同士の結びつきも強い。一方で生徒たちの
音楽プレーヤーやゲーム機、スマートフォンなど
の所有率は高く、情報源はアンケートからも分か
るとおり、テレビとネットが圧倒的に多い。

　近年、子どもたちの「読解力」の低下や文字・
活字離れが心配されるなかで、成果をあげている
のが“学校現場で新聞を教材として活用するこ
と”、つまりＮＩＥである。日本新聞協会が実施し
た「ＮＩＥ効果測定調査」によると、新聞閲読頻
度が高いほど総合読解力の得点が高いという傾向
が見られた。また、子どもが新聞を使った授業を
受けていることについてどう思うかとの問いに、
保護者の 9 割が「よいことだ」と回答するなど、

学校現場＋
プラス

新聞
〜社会の出来事をもっと身近に〜

裾野市立富岡中学校　　加藤　りよ
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学校現場＋新聞

記事に掲載された「痩せ細った北極熊」の衝撃的
な姿を写真で見せることで、視覚的にも問題提起
を行った。四つ目の「トランプ大統領」の記事は
教師が提示し、毎日目にするニュースと、今学習
していることをつなげるツールとして活用した。
最終意見を記入する場面では、経済振興か環境保
全か、どちらを優先すべきか、新聞から自分の考
えを導き出そうとする生徒の姿が見られた。
②保健体育科の授業公開
　３年生の保健の公開授業では、「喫煙と健康」
について、たばこの身体への影響と健康増進法の
改正についての記事を読み、様々な立場での利点
をまとめ、議論する活動を行った。現在１５歳で
ある３年生は、２０２０年の東京オリンピックを１８
歳で迎える。国際的に注目を浴びるビッグイベン
トであるオリンピックでのたばこを巡る我が国の
状況は、日本人として考えなければいけない課題
である。「たばこは有害だ」の一言で片付けるの
ではなく、「身体にどんな影響があるのか」、「国
はどんな政策を考えているのか」を知ることで、
自分事として捉え、社会の一員としての自覚を持
つことにつながる。本授業では、一つ目の新聞資
料で「公共の場での全面禁煙を法律で定める国は
５０カ国」「日本の受動喫煙対策は世界最低レベル」
など、世界と日本の喫煙規制への意識の差を見る
ことができる。二つ目の新聞資料では、一時は例
外を作っていた受動喫煙の防止政策を、政府もオ
リンピックに向けた重要課題として考え始め、全
面禁止とする健康増進改正案を打ち出した記事が
載っている。しかし未だに自民党内でも意見が割
れ、国の進路を決める政府でさえも意見が定まら
ない課題であることを知る。三つ目の新聞資料は、
イラストと図があり、一目で意見の違いがはっき
りと見て取れる。厚生労働省とたばこ議連のそれ
ぞれの言い分が生徒も理解しやすい資料である。
こうした資料から、各立場での利点について生徒
はワークシートにまとめ、互いに意見を伝え合っ
た。「たばこは有害だ」という単純な知識から、
一歩踏み込んで考えたことで、中学生の自分には
関係のないこととして捉えるのではなく、オリン
ピックを支える国民の一人として法改正について
議論することができた。
③道徳の授業公開
　９月１１日に掲載された「風の電話」の記事を、
道徳の公開授業で教材として取り上げた。９月１１

ワークシートの中から文化委員が厳選したものを
掲示している。また、各クラスの文化委員が週替
わりで選んだ『HAPPY NEWS』も、少しずつ数
を増やしながら掲示した。
　生徒たちが必ず通る職員室前の廊下に、毎日静
岡新聞の一面を『今日の一面』として貼り出した
り、本校の生徒が掲載された記事なども掲示した
りすることで、生徒たちが自然と新聞を目にする
機会を増やした。

３．実践内容

　新実践を行うに当たって以下の二つの仮説を立
てて研究を行った。

【仮説１】授業で新聞を積極的に活用したり、毎
日の帰りの会で生徒による新聞紹介を取り入れた
りするなど、新聞に触れる機会を増やすことで、
生徒は社会の出来事への関心を高めるだろう。

【仮説２】様々な新聞記事を読み、自分の考えを
まとめたり、小集団で意見交換したりすることで、
生徒は自分とは違った見方・考え方と出会い、物
事に対する考えを深めることができるだろう。

（１）授業公開、事前事後研修の実践
　「新聞をどのように授業で活用すべきなのか分
からない」という教員のために、様々な教科での
授業公開を行った。あくまで新聞活用は目的では
なく手段として扱うことを共通理解した上で、教
科部による事前研修、校内授業公開、職員全体で
の事後研修を行った。

①社会科の授業公開
　一年生社会の公開授業では、「北極海航路の積
極的利用」について、経済振興と環境保全の両面
から考察する活動を行った。一つ目の新聞資料で
は、記事の一部を白抜きにし、その部分に当ては
まる語句を予想するクイズ形式で生徒の興味を引
く導入とした。生徒は頭をひねりながらも、前後
の文章を何度も読み、様々な予想を立て積極的に
相談したり発言したりしていた。二つ目、三つ目
の新聞資料は、北極海について別の視点で書かれ
た記事で、生徒の考えを揺さぶる仕掛けになって
いる。北極海航路の経済的メリットについて確か
な数字に裏打ちされた記事で読んだ後、別の新聞
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生徒が奨励賞に選ばれた。

（４）行事の新聞づくりの実践
　本校では、すべての学年で５月に宿泊を伴った
行事があり、その振り返りとして各学年新聞形式
にまとめている。一年時に新聞の作成の仕方につ
いてのレクチャーを行い、基本に沿った新聞作り
を学ぶ。できあがった新聞は、基本は同じであっ
ても新聞名や見出し、書体などで各自の工夫が見
て取れ、掲示された新聞を生徒は興味津々で見て
いた。

（５）ＮＩＥ週間の実践
　月の最終週をＮＩＥ週間として設定し、朝の時
間を利用して、毎月新聞記事を一つ取り上げ、火
曜日に記事を読んで自分の意見を記入し、木曜日
に小集団で意見交換する取組を行った。生徒が興
味を持ちそうな記事から教員が生徒に考えさせた
い事柄など、なるべく色々な種類の記事を提示す
るよう意識してＮＩＥ担当教員４名が交代で選ん
だ。自分の意見を立てやすいように、記事に沿っ
た発問を記入しておいたり、「賛成・反対」で記
入するよう指示したり、ワークシート形式で行っ
た。本校の学習の柱である『学びの共同体』とい
う四人組での学習形態を利用し、話し合い形式を
取り入れて新聞について考える時間とした。また、
記入を終えたワークシートはＮＩＥファイルとい
うプラスチックファイルに綴じ、後から振り返り
ができるようにした。

（６）ＮＩＥ集会の実践
　ＮＩＥ集会と名付けて新聞をテーマとした生徒
集会を行った。生徒による新聞の基礎知識につい
ての講座と全校討論で構成されており、前年度の
討論テーマは「１８歳選挙権引き下げについて」、

日は東日本大震災からちょうど６年半の日で、当
時４歳だった少女が１０歳になり、震災で亡くなっ
た姉と「風の電話」で話をする姿が大きく写真で
掲載された印象的な記事である。震災に対して他
人事ではないという感覚を持つ静岡県民は復興支
援や防災に対しての意識は高いが、震災後の被災
者の状況を想像していくことは難しい。こうした
区切りとなる日をきっかけに、改めて震災につい
て触れていくことも重要である。実際に存在する
場所で起きた災害、被害を受けた人々とその家族
など、新聞が信頼性の高い情報源だからこそ、心
を揺さぶる教材となる。実在する被災者たちに思
いを馳せながら、『自分ならば風の電話を利用す
るか』という発問に対して生徒たちは小集団で互
いに意見を伝え合った。授業の終わりに、亡くな
る前、「自分が死んだらきっと妻が訪れるだろう
から」と風の電話近くにベンチの設置を依頼した
会社員に関する記事を紹介し授業を閉じた。遠い
存在の“死”と記事を通して向き合うことで、今
の“生“を意識する機会となった。

　各授業の事後研修では、授業目標達成のために
新聞をいかに有効活用できるかについて教員同士
で意見交換を行った。

（２）帰りの会での新聞記事紹介の実践
　各学級に毎日届けられる新聞を活用し、その日
の日直が気になった記事について紹介するコー
ナーを設けた。一面の話題のニュースを紹介する
生徒もいれば、地方面やスポーツ面、または写真
などを紹介する生徒もおり、「私も気になってい
た」や「そんなニュースあった？」など反応も様々
であった。紹介する生徒が新聞をじっくり読む機
会になることはもちろん、紹介する人の意見を聞
くことで、他の生徒もその出来事が身近になる。

（３）新聞コンクールの実践
　静岡新聞社が行っている「しずおか新聞感想文
コンクール」に、表現力の向上を目的に、国語の
授業を使って全校で取り組んだ。どんな記事を選
んだら良いか分からないという生徒のために、誰
もが新聞やテレビなどで目にする今世間で話題の
記事を、教師が選んでいくつか提示した。全校生
徒の作文の中で特に優れた生徒の作文を２０名程
度選出し、実際のコンクールに出品して、２名の
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　２年間の取組により、全員とまではまだいかな
いが、多くの生徒がＮＩＥに肯定的である。

　社会科の授業では、提示された資料に熱心に
マーカーで線を引く姿があり、どの部分が重要で
あるか、答えを導き出すことにつながっているか
を考えることで、情報を取捨選択する力が身につ
くと感じた。保健の授業では、一つの事柄に対す
る様々な記事を読み比べすることで、同じ出来事
を多角的に見る力を養えることがわかった。道徳
の授業では、教師がハッとするような生徒の考え
に出会うこともでき、普段は気づくことができな
かった生徒の良さも見ることができた。生徒たち
の心を揺さぶる教材は、時に教員が自らの手で新
聞などから探し出し、「この話を生徒に聴かせた
い」という思いを持って授業作りすることも大切
であると感じた。
　帰りの会等でのＮＩＥスピーチでは、新聞をい
かに無理なく自然に学校現場で活用できるか、と
いうことのヒントが見つかったように思う。学校
現場で現在行っている教育活動は、どれも欠かす
ことのできない大切なものであり、さらに新しい
ことを取り入れていくには生徒も教師もあまりに
時間がない。ＮＩＥスピーチはほんの２分程度あ
ればできることで、雑談混じりで和やかなムード
で取り組めるＮＩＥである。特別なことではない
からこそ、効果があると感じた。

【仮説２】
　物事に対する考えを深めることができたか。

５月のアンケートよりも３８ポイント増えた。

　ＮＩＥ週間では、新聞記事の選定や生徒への提
示の仕方を模索しながら進めてきたが、富岡中型
のＮＩＥが定まりつつある。始めは多くの文字が
載ったプリントを見て辟易している様子だった生

今年度は「部活動週４日制について」というテー
マで全校討論を行った。事前に普段のＮＩＥ週間
と同じように個人で意見を記入し、小集団で意見
交換を行った上で、本番の全校討論に臨む。賛成、
反対、その他の意見を持った代表生徒の意見を聞
いた後、自由に自分たちの意見を発言し合った。
ＮＩＥ集会の準備や運営は学習委員会と文化委員
会の生徒が中心になって行い、「学習」に重点を
置いた第３ステージにふさわしい場となった。

４．実践の成果

【仮説１】
　生徒は社会の出来事への関心を高めたか。

《年度始めと年度末の生徒アンケートによる結果》

約７割の生徒がＮＩＥによって興味を持つようになった。

５月のアンケートよりも１８ポイント増えた。

約９割の生徒が新聞活用の授業に前向きな考え。

以前よりも社会の出来事に
興味がわくようになった

■ はい　■ いいえ

69%

31%

情報を知る手段として
新聞は有効だと思う

５月

■ はい　■ いいえ

68%

32%

情報を知る手段として
新聞は有効だと思う

２月

■ はい　■ いいえ

86%

14%

授業で新聞を活用することはいいことだ

■ はい　■ いいえ

88%

12%

考えを広げたり深めたり
することができた

５月

■ はい　■ いいえ

49%
51%

考えを広げたり深めたり
することができた

２月

■ はい　■ いいえ

87%

13%
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６．おわりに

　授業での取組による効果は大きく、同じような
内容のことが教科書や資料集に掲載されていて
も、新聞という信頼性の高い紙媒体で提示される
ことによって、生徒の意欲の高まりを感じた。生
徒も教師も学校で習っている勉強と、世の中を切
り離して考えてしまいがちであるが、新聞をその
間に置くことで、つなぐ役割を果たしているよう
に感じた。
　学校現場に新聞をプラスすることで、「なぜ学
校で勉強するのか」を、生徒たちが理解する手助
けになっていくのではないかと思う。

　新聞は生徒たちにとっても特別なものである。

　教師も生徒もこう感じている
　　　　　　　　　　「新聞は読んだ方がいい。」

徒も、教師がただ読むのではなく、生徒に分かり
やすい言葉で解説しながら興味を持たせたこと
で、自由に発言する姿があった。成人式の記事の
紹介の際は、教員の成人式の思い出や、教え子の
成人式の思い出など交えながら、「成人する」と
はどういうことか、２０歳から引き下げることは
どうなのか、自分にとっての答えを模索する機会
となった。また、そうして考え出した自分の意見
を、本校の「学びの共同体」と合わせることでさ
らに広げられ、深まりにつながったことがアン
ケートから読み取れる。

《『新聞で身につく力』　生徒アンケートより》
　・読解力
　・漢字に強くなる
　・世の中のことを知ることができる
　・難しい言葉も理解できるようになる
　・意味を調べたりして内容が分かるようになる
　・地域の人のことがわかるようになる
　・世の中のことについて深く考えるようになる

５．今後の課題

○授業においての課題
・新聞記事をそのまま資料として掲載すると膨大

な文字数になり、読解力の低い生徒は全く読み
取ることができない。提示の仕方に工夫が必要
である。

・教師が欲している内容の記事がすぐに見つけら
れない。毎日じっくりと新聞に目を通す時間が
ないため、気軽に検索できるネットを利用して
しまう場合も多い。

・新聞は「生きた教材」であるからこそ、時期を
逃すと新鮮みがなくなり、なかなか使えずにい
る教員も多い。

○ＮＩＥ週間
・教師が選ぶ記事を紹介してきたため、生徒の「読

まされている感」が否めない。来年度は学習委
員会などに記事選びを依頼し、生徒による取組
へと移行させていきたい。

・生徒が取り組んだワークシートをクラスで一枚
だけ文化委員が選んで掲示していたため、今後
はＮＩＥファイルを廃止し、廊下掲示で全員が
見られるようにしていく。

新聞に自分や家族が載ることはうれしい

■ はい　■ いいえ

82%

18%

新聞を読むことは将来大人になって役立つと思う
（生徒）

■ はい　■ いいえ

85%

15%

新聞を読むことは将来大人になって役立つと思う
（教師）

■ はい　■ いいえ

84%

16%
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り方や、主権者として必要な力の育成方法を学ぶ
ことができた。
　ＮＩＥ全国大会への参加を通して学んだことを、
その後の実践に生かせるよう心掛けた。

３．新聞の置き場所と整理の方法

　ＮＩＥ活動を本校内に定着させるため、まずは
校務分掌にＮＩＥ担当を明記した。そして、生徒
によるＮＩＥ実行委員会を設置し、新聞の購読を
通し、選挙や政治の仕組みについて関心を高め、
理解を深めることを目的に活動を開始した。ＮＩＥ
実行委員は３年生より希望者を募り、他の役職と
の兼任を可とした。
　新聞の置き場所は、次の写真のようにＮＩＥコー
ナーを設置して、長机とベンチを用意し、本校区
で購読可能な７紙の新聞（朝日、毎日、読売、日
本経済、産経、静岡、中日）の朝夕刊を日替わり
で閲覧できるようにした。管理はＮＩＥ実行委員
会で行い、万が一いたずら等があった場合には、
直ちに撤去することとした。

　管理方法は、ＮＩＥ実行委員会内で当番制とし、
放課後に展示する新聞をＮＩＥ担当教員から受け
取る、展示してある新聞を回収する、新聞社ごと
に新聞を展示する、回収した新聞を袋に入れて
ＮＩＥ担当教員に届ける、次の朝に次の当番に連
絡することとした。ＮＩＥコーナーを周知するた
めには、次のように校内放送を活用した。

１．はじめに

　本校は、平成２８年度より２年間のＮＩＥ実践指
定校となったが、正直なところ、「ＮＩＥって何？」
がスタートであった。そこで、まずは新聞を話題
にすることから新聞を手に取ることへ、そして、
新聞を活用することにつなげていきたいと考え
た。
　実践を始めるにあたり、何をテーマに取り組ん
でいこうかと思い悩んだ。そんな折、選挙権が
１８歳に引き下げられて初の参議院議員選挙が行
われることとなった。そこで、このＮＩＥ活動を、
参院選に向けて関心を高め、選挙や政治の仕組み
について理解を深める社会科公民的分野の学習と
して、絶好の機会ととらえた。

２．ＮＩＥ全国大会に参加して

　本校のＮＩＥ活動の方向性を模索するために大
分大会に参加したが、「ＮＩＥの活動には達成すべ
き目標はない」という示唆があった。そこで、大
会で披露された優れた実践を参考に、今できる活
動をし、生徒の成長につなげたいという思いを強
くすることができた。また、社会科教員としては、
生徒に主権者として社会とのかかわりの中で自分
としての意見をもたせ、自分の態度を表明させる
ことが重要であることを再認識できた。
　その一方で、ＮＩＥ活動は効果的な学習活動で
あるが、本校では、効果を高めるために「日常化」
をするには様々な課題が山積していることが明確
になった。さらに、ＮＩＥ活動の効果をより高め
るためには、本校区の小中学校でＮＩＥ活動のつ
ながりをつくり、ＮＩＥ活動の教育効果を共通理
解した上で実践していければと考えた。
　名古屋大会では、座談会を拝聴し、ＮＩＥ活動
の教育的効果について改めて理解することができ
た。また、ＮＩＥ活動の先進校の実践発表を聞き、
新聞を活用した、主体的・対話的に学ぶ学習の在

ＮＩＥって何？
〜まずは新聞を話題にすることから〜

浜松市立可美中学校　　村松　聡一郎
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ＮＩＥって何？

　新聞形式のレポートの作成では、新聞記者から
学んだ工夫を意識しながら、「自分について」の
レポートを作成した。枠の形や挿絵や写真などレ
イアウトの工夫をしたり、内容を吟味し見出しや
文章の書き方を意識したりしながら、次の写真の
ように、それぞれの生徒が思い思いのレポートを
仕上げることができた。
　最後に、作成したレポートを使って「自分につ
いて」の発表を行った。それぞれの生徒が自分の
言葉で性格や将来の夢、働く意義についての考え
などを発表することができた。
　成果として、新聞記者から新聞の構成の仕組み
や書き方を教えてもらうことで、レポートを作成

　新聞の整理の方法は、次の写真のようにＮＩＥ
実行委員が新聞から選挙や政治や憲法改正に関す
る記事を切り抜き、スクラップブックにファイル
していった。ＮＩＥ実行委員会の活動は毎週月曜
日（部活動がない日）または火曜日（生徒活動優
先日）の放課後を基本として活動した。切り抜き
の際に記録した内容は、日付、新聞紙名、朝夕刊
の別、面数（○月○日○曜日、○新聞、○刊、○
面中○面）とした。

４．実践内容

（１）１年生の総合的な学習の時間
　「自分を知り、高める」というテーマのもと、様々
な取り組みを行った。まとめの活動として、新聞
形式のレポートを作成し、発表をして活動を終え
た。新聞形式のレポートを作成するために新聞記
者を招き、次の写真のように、新聞についての説
明や、書き方について教えてもらうために新聞を
活用した。
　新聞記者から、新聞記事の工夫について以下の
ような説明を受けた。

　今日からＮＩＥコーナーが設置されたことに
気付きましたか。実は、わが可美中学校は浜
松市で唯一のＮＩＥ実践指定校に指定されてい
ます。ＮＩＥとは Newspaper in Education の略
称で、「教育に新聞を」という意味があります。
そこで、校内にＮＩＥコーナーを設置し、７社
の朝刊と夕刊を日替わりで見られるようにし
ました。７社で同じ日の記事を読み比べてみ
るのもおもしろいと思いますよ。ぜひ、マナー
よく、新聞に親しんでみてください。

・文章は、大事な部分から書いていく「逆三角
型」が特徴である。最初の段落が、その文章
の中で最も伝えたい部分となっていて、その
後に、細かな内容を付け足していく。文章の
量が多く、スペースに入りきらない場合は、
後ろの内容からカットして文章の量を減らし
ていく。その際に、後ろを切っても記事の内
容が伝わるようにする。

・見出しは、伝えたいことを簡潔にまとめ、読
む人の興味を引き付ける言葉にする。最初の
段落でまとめた内容から、見出しの言葉を考
えていく。言葉をそのまま取ってくるよりも、
同じ意味で、よりまとめた表現に変えるとよ
い。大見出しだけでなく、小見出しもつける
と、何が書かれているのかよりわかりやすい。

・レイアウトは、目を引くデザインにすること
が大切である。紙面の中で、「頭、肩、腹」
の位置を意識して配置していく。写真やイラ
ストできれいに飾ったり、表やグラフなどを
用いて、資料を見やすくまとめたりすると、
めりはりが出て、読みたくなる新聞になる。
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　単元の展開部の目標は、「政治」をテーマに新
聞記事を切り抜いてスクラップし、自分の思いや
考えをワークシートにまとめることができること
とした。
　単元の展開部の学習過程は、次の通りである。

　継続して新聞スクラップを行うと以下の効果が
期待できる。
・新聞スクラップを継続すると、自分から新聞を

読む習慣が付く。
・新聞記事を読んで感想を書くと、記事の内容を

自分自身と結び付けて自分なりにまとめていく
力が付く。

する際に、レイアウトや構成をスムーズに考える
ことができた。また、見出しや文章にも工夫があ
ることを知ることで、新聞への興味・関心がより
高まった。

（２）３年生の社会科
　単元名を「新聞を活用しよう（ＮＩＥ）」として
実践した。
　単元の指導計画は、次の通りである。

　単元の導入部では、新聞活用の仕方を学ぶ活動
を設定した。新聞の特色、種類、紙面構成を扱う
とともに、新聞記事を理解するためには「５Ｗ１
Ｈ」の視点が必要であることや、できごとを取り
上げるかどうかの選択は各新聞社の判断で行われ
ているため、記事を比較して活用できるというメ
ディアリテラシーが必要であることをつかませる
ため、次の写真のように１８歳選挙権施行日の朝
刊を活用した。１８歳選挙権施行の記事を、右の
新聞は頭部に、中の新聞は肩部に、左の新聞は腹
部に配置しており、さらに、１面では取り上げて
いない新聞もあり、生徒が比較しやすい紙面で
あった。

単　元　の　展　開 時間
○新聞活用の仕方を学ぶ。 １

○新聞記事をスクラップする。 ２

生徒の学習活動 ・支援や留意点　◎評価
○新聞スクラップの作

業を見通す。
・新聞スクラップの完

成作品を提示する。

新聞スクラップをしよう。

○新聞スクラップの方
法を理解する。

・新聞を購入していな
い家庭もあるので、
予め用意しておいた
新聞を配布する。

○新聞記事を読み、自
分 の 思 い や 考 え を
ワークシートにまと
める。

・記事を読み取れてい
ない生徒には、５Ｗ
１Ｈに着目するよう
助言する。

◎新聞記事を切り抜い
てスクラップし、自
分 の 思 い や 考 え を
ワークシートにまと
めることができたか。

○新聞スクラップの意
義を理解する。

・聞き手に伝わりやす
いように発表させる。

○新聞スクラップの意
義を理解する。

・新聞スクラップで、
まとめる力や情報リ
テラシーが付くこと
に気付かせる。
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・今回の実践により、校内におけるＮＩＥの認知
度は上がり、生徒が新聞やニュースを話題にす
ることについては確実に増やすことができた。

・実践校に指定されたことによって教員の意識が
高まった。１年生では、情報リテラシーを高め
るため新聞社による記事の取り上げ方の違いに
ついて授業実践が行われた。

・次の写真のように配達された７紙を閲覧できる
コーナーを校内に設置したことにより、昼休み
等に新聞に目を通している生徒を見かけるよう
になった。しかし、新聞の配達が４か月分で終
了してしまうと継続的な活動にはできなかっ
た。

・中学校では、部活動や行事との兼ね合いがあり、
全校体制で取り組みにくいのが現状である。本
校では、ＮＩＥ実行委員会という名称で特別委
員会を立ち上げ、委員を３年生から募集した。
平成２８年度には、参院選と選挙権を、平成２９
年度には憲法改正と衆院選を、それぞれテーマ
に新聞スクラップを始めたが、２学期になると
行事の準備のためにＮＩＥ実行委員会の活動時
間が確保できなくなり、スクラップした記事を
整理して分析するところまで予定をしていた
が、次の写真のように感想を書くことすら実行
することができなかった。

・情報リテラシーが付き、多くの情報の中から必
要なものを選び取ることができる。

　本実践は、生徒が生涯にわたり、適正な情報を
入手していくための契機としたいと考えた。次の
写真のように、新聞スクラップの回数を重ねると
記述内容が感想のみから意見文に高まった。

（３）３年生社会科
　「今日の１面は何だろう？」と題して、毎週金
曜日の授業開始から５分程度を使い、７紙の新聞
の朝刊のトップ記事を取り扱うようにした。金曜
日の朝になると教室でトップ記事について話題に
なることが増えていった。

（４）技術・家庭科
　教材に関連付けて、次の写真のように「技術の
進歩と課題」をテーマとした新聞記事を、特別教
室の廊下に掲示した。足を止めて掲示を見て、話
題にしている生徒の姿が見られるようになった。

５　成果と課題

　「ＮＩＥって何？」からスタートした本校の実践
であった。これまでの優れた実践を参考に、今で
きる活動をし、生徒の成長につなげたいという思
いは、以下のような成果を得るとともに、多くの
課題を残す結果となった。
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・ＮＩＥ実践指定校担当アドバイザー制度という
貴重な機会を十分に活用することができなかっ
た。

・校区の小中学校でＮＩＥのつながりをつくり、
ＮＩＥの教育効果を共通理解した上で実践でき
ると効果はより高まるのだが、連携は困難で
あった。

　時間の確保が難しく、十分な実践ができていな
いのが現状であった。しかし、始めたばかりのこ
ろは先が見えなかったが、この活動を通して、生
徒に気付かせたいことがあった。それは、同じ事
象でも様々な見方ができるということである。そ
して、多面的な見方をすると視野が広がったり、
理解が深まったりするのである。さらに、様々な
事象の見方には、それぞれの良さがあることに気
付き、自分と異なる意見も尊重できるようになっ
ていくことを期待している。
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２０００ 年度	 熱海高、磐田・城山中、静岡西高、静岡聾学校、天竜・下阿多古中、静岡・長田南小、
浜松・東小、三島・佐野小、掛川・桜木小

２００１ 年度	 静岡西高、静岡聾学校、天竜・下阿多古中、静岡・長田南小、浜松・東小、三島・佐野小、
掛川・桜木小、長泉高、小山・北郷中、浅羽中

２００２ 年度	 長泉高、小山・北郷中、浅羽中、静岡城北高、磐田南高、浜松城北工業高、静岡中央高、
焼津中、湖西中、静岡・富士見小、熱海・初島小、浜北・大平小

２００３ 年度	 静岡城北高、磐田南高、浜松城北工業高、静岡中央高、焼津中、湖西中、静岡・富士見小、
熱海・初島小、浜北・大平小、天竜養護学校、加藤学園暁秀中・高、浜松・江南中

２００４ 年度	 天竜養護学校、加藤学園暁秀中・高、浜松・江南中、沼津城北高、静岡サレジオ高、城
南静岡高・中、浜松・天竜中、韮山中、磐田東中・高、富士宮・大富士小、大井川東小、
掛川・日坂小

２００５ 年度	 沼津城北高、静岡サレジオ高、城南静岡高・中、浜松・天竜中、韮山中、磐田東中・高、
富士宮・大富士小、大井川東小、掛川・日坂小、湖西高、沼津高中等部、岡部中、浜松・
芳川北小	

２００６ 年度	 湖西高、沼津高中等部、岡部中、浜松・芳川北小、清水西高、日大三島高・中、東海大
付属翔洋高、西部養護学校、磐田・一中、浜松日体中・高、静岡・長田北小、浜松・竜
禅寺小、牧之原小

２００７ 年度	 清水西高、日大三島高・中、東海大付属翔洋高、西部養護学校、磐田・一中、浜松日体中・
高、静岡・長田北小、浜松・竜禅寺小、牧之原小、不二聖心女子学院、沼津・静浦中、
静岡・安東小、浜松・豊岡小、御前崎・一小

２００８ 年度	 東海大付属翔洋高、不二聖心女子学院、沼津・静浦中、静岡・安東小、浜松・豊岡小、
御前崎・一小、大井川高、浜松・雄踏中、磐田・豊田南中、御前崎・浜岡中、静大付属
静岡中、静岡・清水小河内小、三島・徳倉小、清水町立南小

２００９ 年度	 浜松・豊岡小、御前崎・一小、大井川高、浜松・雄踏中、磐田・豊田南中、御前崎・浜
岡中、静大付属静岡中、静岡・清水小河内小、三島・徳倉小、清水町立南小、川根高、
浜松江之島高、富士・吉原三中、浜松学芸中・高、静岡・大里西小

２０１０ 年度	 御前崎・浜岡中、静大付属静岡中、川根高、浜松江之島高、富士・吉原三中、浜松学芸中・
高、静岡・大里西小、常葉学園中・高、下田東中、島田・金谷中、袋井中、静岡・東源
台小、浜松・与進小、東伊豆・稲取小

２０１１ 年度	 浜松江之島高、浜松学芸中・高、常葉学園中・高、下田東中、島田・金谷中、袋井中、
静岡・東源台小、浜松・与進小、東伊豆・稲取小、島田高、島田樟誠高、静岡・清水五中、
浜松・北部中、御殿場・南中、磐田・神明中

２０１２ 年度	 常葉学園中・高、島田・金谷中、磐田・神明中、静岡・東源台小、浜松・有玉小、島田高、
島田樟誠高、静岡・清水五中、浜松・北部中、御殿場・南中、富士宮東高、掛川工業高、
浜松・三ケ日中、焼津・大村中、静岡・安西小、静岡・城北小、沼津・原小、静岡サレ
ジオ小
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２０１3 年度	 富士宮東高、掛川工業高、浜松・三ケ日中、焼津・大村中、静岡・安西小、静岡・城北小、
沼津・原小、静岡サレジオ小、金谷高、浜松城北工業高、静岡・高松中、浜松・積志中、
裾野・深良中、島田高、常葉学園中・高、島田・金谷中、静岡・東源台小、浜松・有玉小

２０１4 年度	 金谷高、浜松城北工業高、静岡・高松中、浜松・積志中、裾野・深良中、裾野高、駿河
総合高、島田商業高、静岡・清水興津中、南伊豆・南伊豆中、静岡・清水三保第一小、
浜松・平山小、富士・田子浦小、島田・川根小、浜松・三ケ日中、焼津・大村中、静岡・
安西小、浜松・有玉小

２０１5 年度	 裾野高、駿河総合高、島田商業高、静岡・清水興津中、南伊豆・南伊豆中、静岡・清水
三保第一小、浜松・平山小、富士・田子浦小、島田・川根小、東海大付属小、金谷高、
静岡・高松中、浜松・積志中、裾野・深良中

２０１6 年度	 駿河総合高、島田商業高、静岡・清水興津中、南伊豆・南伊豆中、富士・田子浦小、東
海大静岡翔洋小、三島南高、静岡聖光学院中・高、浜松・可美中、裾野・富岡中、静岡・
井宮小、富士宮・上井出小、森小

２０１7 年度	 東海大付属翔洋小、三島南高、静岡聖光学院中・高、浜松・可美中、裾野・富岡中、静岡・
井宮小、富士宮・上井出小、森小、遠江総合高、静岡・観山中、本川根中、富士宮・西
富士中、浜松・西都台小、静岡聴覚特別支援学校

静岡県ＮＩＥ推進協議会
〒422 − 8033
静岡市駿河区登呂 3 丁目 1 番 1 号

（静岡新聞社内）
ＴＥＬ 054－284－9152
ＦＡＸ 054－284－9362



2017


